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見学・啓発設備について 
 

 他市事例を参考に、計画への記載事項（コンセプト、備えるべき機能等の概要）を検

討します。 

 

1. 他市事例 

（1）姫路市（エコパークあぼし 402t/日、平成 22 年竣工） 

  

左：ゲームを通じて分別を学ぶ設備 右：手選別の見学窓 

（2）船橋市（381t/日、平成 29 年竣工） 

  
出典：船橋市北部清掃工場パンフレット 

（3）ユニバーサルデザイン関係 
 

 

 

 

 

 

 

 

出典：中国地方整備局バリアフリー・ユニバーサルデザイン、埼玉県ユニバーサルデザイン・ホームページ 

左：順路等を色で示す掲示 右：二段手すり付の階段 

資料３ 
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2. 計画への記載事項案 

（1）基本コンセプト 
 「ごみについて改めて考え直すことができ、環境について学べる施設」（「ワーキング

グループにおける検討結果について」より） 

 

（2）その他記載事項 
 体の不自由な人など、すべての人に配慮した内容とすること（＝バリアフリー、ユニ

バーサルデザインの採用）。（「ワーキンググループにおける検討結果について」より） 

 見学者や来訪者の動線と施設職員や車両の動線をできる限り分離すること。 

 施設内の案内表示は、目的地（出入口、トイレ、コミュニティ施設、見学施設等）や立

入可能区域の境界が直感的に分かるように、壁・床・天井、サインの配色や素材を工

夫すること。 

 災害時の利用も含めた雨水利用設備や、環境学習の材料としての効果も考慮した太陽

光や水力、風力といった再生可能エネルギーによる発電装置を設置すること。 

 体験工房の設置について（体験内容、規模、運営主体等について検討が必要です。）  

※体験工房の例：紙すき体験、万華鏡作成、ガラス工房等 

 

  

出典：学校への太陽光発電導入ハンドブック 

太陽光発電の活用例 

  
出典：ライオン株式会社ＨＰ、防府市ＨＰ 

左：雨水の活用例（ライオン株式会社寄贈、墨田区） 右：体験工房（防府市） 
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3. （参考）施設整備基本計画への記載 

（1）宝塚市（212t/日、平成 30 年度策定） 
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（2）尼崎市（495t/日、令和元年度策定） 
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（3）西脇多可行政事務組合（55t/日、令和元年度策定） 
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